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サマーレビュー2012 調書 

1 部局名・区

名（課名） 
新エネルギー推進事業本部 2 優先順位 指示 1 

3 事項名 新エネルギー推進事業本部の事業について 

4 目的 
官民一体となった新エネルギーの導入を通じて、エネルギーを持続的かつ安定的に

確保する。 

5 現状及び課

題 

現在、国は、原子力発電所の在り方をはじめ、電力の安定供給などに関するエネル

ギー政策の根本的な見直しを行っている。7 月 1 日には、「再生可能エネルギーの

固定価格買取制度」がスタートした。 

こうしたエネルギー政策は、国だけの問題ではなく、地方自治体としても「エネル

ギーの地産地消」、「エネルギーの自給自足」に向けた取り組みが求められている。 

6 事業概要 

全国トップクラスの日照時間を誇る本市としては、この優位点を生かし、まず
は、太陽光を中心に新エネルギーの導入を進める。 
この他、市内各所に流れる河川や農業用水路を活用した小規模水力発電や、森林
資源を活用した木質バイオマス発電等の導入可能性についても検討していく。 
また、基幹電源として期待できる小規模火力発電所の誘致も進める。 
さらには、国のエネルギー基本計画の見直しを受け、本市の新エネルギー導入
のグランドデザインとして「（仮称）浜松市エネルギービジョン」を策定する。 
上記事業は、新エネルギー推進事業本部が関係部局との連携のもと実施する。 

7 関係法令等 電気事業者による再生可能エネルギー電気の調達に関する特別措置法など 

8 想定される

スケジュール 

サマーレビュー後、新エネルギーの導入を全庁を挙げて推進していくため、「浜松

市新エネルギー推進本部（本部長：市長）」を開催する。 

9 他都市等の

参考事例 

メガソーラー（大規模太陽光発電所）や風力発電設備等、全国各地で再生可能エネ

ルギーの導入が進んでいる。 

具体的内容 10 過 去 の サ

マーレビュー

等 で の 審 議

経過 

■なし(新

規提案) 

□あり 

□その他 

 

具体的内容 11 サマーレビ

ューで審議、

確認したい事

項 
(該当項目を□→

■) 

■事業等の 
新規提案 

□既存事業 
の見直し 

□その他 

今後の新エネルギー導入の進め方及び関係部局の役割分担について 

具体的内容 

12 サマーレビ

ュー結果 
(実施後記載。該

当項目を□→■) 

■提案どおり進める 
□提案内容を一部見

直して進める 

□再度、調査研究等

を行い検討 

□その他 

・当面、太陽光を中心に、新エネルギーの導入を進める。 
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